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広
報
い
な
ぎ
の
配
布
方
法

広
報
い
な
ぎ
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
全
戸
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
発
行
日
の
3
日
ほ
ど
前
か
ら
配
布
を
始
め
て
い
ま
す
。
■問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係

　広報いなぎに掲載している記事は市HPにも掲載しています。

援農ボランティア養成講座
「いなぎ農業ふれあい塾」

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

「河辺のキセキレイ」
（稲城市フォトギャラリー投稿作品）

■対援農に意欲のある20歳以上で、講座修了後に市内で援農活動が
できる方

▽受講期間　平成30年1～12月（実習＝第2・4水曜日午前10時～
正午、座学＝第2水曜日午後1時30分～3時30分）
※時期によって、変更となる場合があります。
■定10人
※申込者多数の場合は抽選し、10月25日（水）までに結果を通知
■費無料（傷害保険料は個人負担）
■申窓口、はがき、ファクス、メール〔必要事項①氏名（ふりがな）
②生年月日③住所④電話番号⑤受講動機〕
※受講申込書は窓口、市�で入手可
■限10月12日（木）必着
■先経済観光課農政係　5377－4781　� keizai@city.inagi.lg.jp

　市では、援農ボランティアを養成する講座を今年1月
に初めて開講しました。
　援農ボランティアに参加される方々は農業経験の無い方も多いことから、いなぎ農業
ふれあい塾では、援農を行う前に、最低限の知識や技術の習得をしていただくことを目
的に、畑での実習や野菜作りの基礎知識等を学びます。
　私たちと一緒に稲城の農業を盛り上げましょう。
受講生の声
○講師である農家の方やＪＡ東京みなみの職員の方が、親切・丁寧に教えてくださいま
す。
○ 鍬 の使い方一つから丁寧に教えていただき、感謝しています。

くわ

○学んだことを活かし、これからも楽しみながら地域で活動したいです。
○援農制度が稲城に根付くよう、農家の方と一緒に頑張りたいです。

2・3月　土作り
　野菜作りの基礎とな
る土作り、農機具の使
い方を学ぶ。

4月　植え付け
　夏と秋に向けてナ
ス・トマト・サトイモ
等を植え付ける。

5・6月
間引き、草取り
　作物が大きく育つよ
う、芽の間引きや草取
りをする。

7月～　収穫
　でき上がった作物を収穫。自ら育てた作物の味
は格別！
　この後も季節毎の作物の栽培方法を学ぶ。

いいななぎぎ農農業業ふふれれああいい塾塾

（2）防災週間特集 地震への備え主
な
記
事

外国人おもてなし

（4）語学ボランティア育成講座

（5）小学校就学時健康診断

（8）オーエンス健康プラザ

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

1月　開講
　塾長（市長）や講師
（農業委員、ＪＡ東京
みなみ職員）のみなさ
んと顔合わせ。

1月の開講から、1年かけて、市内の農家さんから農業のいろはを教わります。
援農ボランティアとして独り立ちできるよう、懸命に取り組んでいます。

援援農農ボボラランンテティィアア養養成成講講座座
第第22期期生生をを募募集集

担当者か
ら

　援農ボランティア制度は、高齢化や担い手不足などで営農が困難にな
った農家の作業の補助をボランティアが無償で行う制度です。農業者と
の交流を通じて稲城の農業への理解を深めることを目的としています。
　援農ボランティアを行う前に農業の知識や技術を学ぶために、養成講
座を実施します。
■問経済観光課農政係

未未来来のの援援農農ボボラランン
テティィアアのの

みみななささんんへへ 経済観光課農政係　金子

援農ボランティア養成講座
「いなぎ農業ふれあい塾」
援農ボランティア養成講座
「いなぎ農業ふれあい塾」
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

 特 集 

防災週間特集 地震への備え

食料品 
※調理不要の 
非常食3日分 
程度 

飲料水 
※1人あたり1日 
3リットルを3日分 

非常時の持ち出し品 

衣類（季節に応じて 
ジャンパーなど） 

ティッシュ・ 
トイレットペーパー 救急薬品・ 

常備薬 

現金 

携帯 
ラジオ 

懐中電灯 

防災週間特集 地震への備え

まずは「自助」、水や食糧などを確保
　大災害発生直後は、消防・警察含め公共機関の助けをすぐに受け
ることは困難です。
　各家庭では「1週間程度（最低でも3日分以上）の水や食糧」など
を用意しましょう。

　災害時に被害の軽減・拡大防止のため、消防機関と連携し、消防活動を支援するボランティ
アを募集しています。
■対市内在住・在勤・在学の16歳以上の方で、次のいずれかに該当する方
○消防・防災活動の支援を行う意思のある方
○応急救護に関する知識を有する方
○過去に消防団員、少年消防クラブ員としての経験を有する方
○震災後の復旧活動の支援に必要となる資格、技術を有する方
■申窓口
■先■問警防課警防係

①まずは自分の命を守る
　最優先で自分の命を守りましょう。家具類の下敷きになったり、窓ガラスの破片な
どの落下物で負傷したり、命を落とす可能性があります。物が「落ちてこない・倒れ
てこない」場所に移動し、揺れが収まってから行動しましょう。

②二次災害を防ぎ、安全な場所へ移動する
　家では、火元を確認し、火災による二次災害を防ぎます。次に出口を確保し、避難
に備えましょう。
　屋外の場合では屋根瓦の落下や塀の倒壊などに注意し、広く安全な場所に移動しま
しょう。

③避難の判断には、適切な情報収集が肝心
　揺れが収まった後、避難所への移動を判断するには、正しい情報を得ることが大切
です。テレビやラジオ、インターネットで情報を収集しましょう。

大地震などの災害時に情報をお伝えします
　市からは次の様々な方法で災害・避難情報をお知らせします。発災後、命を守るために大切な情報で
すので、積極的に情報を受け取るようにしてください。
○防災行政無線　○稲城市メール配信サービス　○稲城市公式ツイッター
○緊急速報メール　○ヤフー防災速報　○市�

稲城市メール配信サービスに登録を
　災害情報のほか、避難所の開設に関する情報を提供します。平時には市からの
お知らせなども配信しています。
　登録される方は市�をご覧ください（携帯電話の方は右記ＱＲコード）。

防災行政無線テレホンサービス
　防災行政無線で放送した内容をフリーダイヤルで24時間いつ
でも確認できます。放送を聞き逃した時などにご利用ください
（右記電話番号）。
※電話が集中した場合には、つながらないことがあります。

消防支援ボランティアとして活躍しよう！

非常持出し袋ペット用を準備しよう！
○普段から使用している首輪やリード
○ペットフード、水、常備薬など　○ペットシーツ
○ペットの全身が写った写真　○動物同行避難健康手帳など

身元が分かるようにしておこう！
　名札（犬の場合、登録票や狂犬病予防注射済票）を付けましょう。マイク
ロチップの埋め込みも有効です。

病気の予防はマナーです！
　犬や猫の伝染病のワクチン（混合ワクチン）及び、狂犬病のワクチン接種
を実施し、ノミ・マダニの駆除、フィラリアの予防も確実に行ってください。

大切なペットとの避難

日ごろの備えで、「いざという時」に対応しよう

大地震が起きたら、すぐにやるべきこと

災害時の消防署・市役所からの情報

　防災ブック「東京防災」は、東京都が各家庭に首都直下
地震等に対する備えが万
全となるよう、都内の全
世帯に配布しました。
　地震の発生時から避
難、生活再建に至るまで、
大震災が起きてからの行
動が網羅されています。
もう一度しっかり読み、
いざという時に備えまし
ょう。

■問稲城消防署防災課防災係　1377－7119

30年以内に70％の確率で発生すると予測されている30年以内に70％の確率で発生すると予測されている
「「首都直下首都直下地震地震」」。。

あなたは、その準備ができていますかあなたは、その準備ができていますか。。
もし、できていないのならば、もし、できていないのならば、「「今やろう今やろう」」。。

「東京防災」を読み返そう、
手元に置こう

在宅避難のすすめ
　避難所では、環境の変化から体調を崩す方がいます。不安のある
方は、住宅の耐震化や必要なものを備える等、在宅避難の準備をし
ましょう。

共助で安心な地域づくりを
　阪神・淡路大震災では、倒壊家屋などから救出された方の7～8割
は家族や近隣の方に助け出されました。市や地域の防災訓練などに
参加し、地域の防災力を高めましょう。

▲稲城市メール
配信サービス

今すぐできる「室内等の備え」
木造住宅の耐震補強
　昭和56年5月31日以前の建築物は、耐震性が低く、倒壊の
恐れがあります。市では、木造住宅の耐震診断・耐震改修に対
して助成を行っています（都市計画課開発指導係）。

家具類の転倒防止
　家具類の転倒や落下によるけが、割れた食器などでけがをす
るケースに備え、家具の固定や落下防止のロック等を活用しま
しょう。

感震ブレーカーの設置
　設定震度以上の地震発生時に自動的に電気の供給を遮断し、出火を防止できます。
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 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

環境 環境 

家
庭
剪
定
枝

せ
ん 
て
い 

し

チ
ッ
プ
化
事
業

　

剪
定
枝
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進

す
る
た
め
、
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化

し
、
雑
草
抑
止
材
と
し
て
公
園
に

ま
く
等
、
ご
み
減
量
に
努
め
て
い

ま
す
。

チ
ッ
プ
化
利
用
手
順

①
左
記
の
地
区
別
作
業
日
程
に
従

い
、
作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前

中
ま
で
に
環
境
課
へ
申
し
込
み
、

障害 
福祉 
障害 
福祉 

都
営
地
下
鉄
・
都
バ
ス
な

ど
都
営
交
通
の
無
料
乗
車

券
、
都
営
交
通
乗
車
証

い
な
ぎ
高
次
脳
機
能
障
害

み
ん
な
の
集
い

　

突
然
の
病
気
や
事
故
等
で
高
次

脳
機
能
障
害
に
な
っ
た
方
々
や
そ

の
ご
家
族
が
集
い
、
日
頃
感
じ
て

い
る
こ
と
等
を
お
互
い
に
共
有
・

情
報
交
換
を
し
ま
す
。

■対
 

本
人
、
家
族
・
支
援
者
の
方

■日
 

９
月
９
日（
土
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■申
 

電
話

作
業
会
場
を
確
認

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
剪

定
枝
の
種
類
と
お
よ
そ
の
量
、
持

ち
込
み
予
定
日
を
伝
え
る
。

②
土
曜
日
〜
作
業
日
ま
で
に
自
身

で
作
業
会
場
へ
持
ち
込
む
（
な
る

べ
く
作
業
日
当
日
に
お
持
ち
込
み

く
だ
さ
い
）
。

※
申
し
込
み
が
な
い
回
は
、
作
業

は
行
い
ま
せ
ん
。

対
象
の
剪
定
枝

○
葉
を
取
り
除
い
た
剪
定
枝

※
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い

た
葉
は
、
２
束
（
２
袋
）
ま
で
燃

え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
無
料
回

収
で
き
ま
す
。

○
太
さ
直
径
８
㎝
未
満

○
長
さ
２
ｍ
以
内

持
ち
込
み
禁
止
物

○
葉
付
き
の
枝
・
草
・
芝
・
落
ち

葉
・
農
作
物
・
竹
・
材
木
・
毒
性

の
あ
る
樹
木
・
腐
食
し
た
樹
木
等

○
造
園
業
者
や
剪
定
事
業
者
が
関

わ
っ
た
剪
定
枝

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係
秋
の
谷
戸
沢
処
分
場
自
然

観
察
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

■対
 

多
摩
地
域
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

※
小
学
生
以
下
は
要
保
護
者
同
伴

■日
 
　

月　

日（
土
）

１０

２１

■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

■場
 

谷
戸
沢
処
分
場
（
日
の
出
町
）

▽
集
合
・
解
散
場
所　

立
川
北
口

公
園
付
近
（
立
川
駅
北
口
か
ら
徒

歩
約
７
分
）

■定
 
　

人
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■持
 

昼
食
、
飲
み
物

■申
 

は
が
き〔
必
要
事
項
①
氏
名（
ふ

り
が
な
）
②
年
齢
③
性
別
④
住
所

⑤
電
話
番
号
⑥
携
帯
電
話
番
号（
お

持
ち
の
方
）
⑦
通
勤
・
通
学
先
〕

※
「
谷
戸
沢
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
参
加

希
望
」
と
明
記
し
、
参
加
者
全
員

分
を
記
入
。

■限
 

９
月　

日（
金
）必
着

２９

■先
 

■問
 

東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
（
〒　

・　

日
の
出
町
大
字
大

１９０

０１８１

久
野
７
６
４
２
）　

1　

・　

・

０４２

５９７

６
１
５
２

無
料
交
換
実
施
中

白
熱
電
球
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

　

地
域
の
家
電
店（
参
加
協
力
店
）

に
て
、
家
庭
で
使
用
中
の
白
熱
電

球
２
個
以
上
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
１
個

を
交
換
で
き
ま
す
。
ま
た
家
庭
で

で
き
る
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ス
を
お

伝
え
し
ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
の
都
民（
１
人
１
回
）

１８
※
交
換
時
は
本
人
確
認
書
類
を
提

示▽
交
換
対
象
の
電
球　
　

Ｗ
以
上

３６

で
、
一
つ
は
口
金
サ
イ
ズ
が
Ｅ　
２６

の
も
の

※
交
換
で
き
る
店
の
一
覧
や
詳
細

は
、
市 　 
ま
た
は
「
ク
ー
ル
・
ネ

HP

ッ
ト
東
京
」 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係
、ク
ー
ル
・

都
営
交
通
の
無
料
乗
車
券　

　

障
害
の
あ
る
方
な
ど
に
、
都
営

交
通
の
無
料
乗
車
券
を
発
行
し
ま

す
。

■対
 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方

を
除
く
次
の
い
ず
れ
か
の
方

①
Ａ
券
（
３
年
利
用
）
＝
身
体
障

害
者
手
帳
、
愛
の
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
・
被
爆
者
健
康
手
帳
（
一

定
の
障
害
の
あ
る
方
に
限
る
）
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方

②
Ｂ
券
（
１
年
利
用
）
＝
生
活
保

護
受
給
世
帯
員
、
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
員
、
被
救
護
者

■申
 

窓
口

※
下
表
を
参
照
し
、
手
帳
や
乗
車

券
の
旧
券
（
更
新
の
方
の
み
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

都
営
交
通
乗
車
証
（
２
年
利
用
）

　

精
神
障
害
の
あ
る
方
に
は
、
都

営
交
通
乗
車
証
を
発
行
し
ま
す
。

■申
 

■先
 

○
磁
気
券
・
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
発

行
＝
都
営
地
下
鉄
定
期
券
発
売
所

の
窓
口

○
紙
券
発
行
＝
障
害
福
祉
課
障
害

福
祉
係
の
窓
口

※
精
神
保
健
福
祉
手
帳
、
乗
車
証

の
旧
券
（
更
新
の
方
の
み
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。　

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

■先
 

■問
 

障
害
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

マ
ル
シ
ェ
い
な
ぎ　

1　

・
９
２

３７９

３
４

都営交通無料乗車券申請に必要な手帳など
手帳などの種類対象

身体障害者手帳身体障害者手帳の交付を受けた方
愛の手帳（東京都療育手帳）愛の手帳の交付を受けた方
戦傷病者手帳戦傷病者手帳の交付を受けた方
被爆者健康手帳、厚生労働大臣の認定書、
健康管理手当証書被爆者健康手帳の交付を受けた方

保護開始決定通知書、保護証明書生活保護受給世帯員
児童扶養手当決定通知書、
児童扶養手当証書児童扶養手当受給世帯員

当該施設の長が発行する証明書被救護者

ネ
ッ
ト
東
京　

1
０
５
７
０
・

　

・　
　

０６６

７００ ごみの量（7月） 
家庭ごみ　前年同月比で約0.6％の減量 

1人1日当たり（ g ）市内収集量（ｔ）区　分
(△6)425(　    0)1,183燃えるごみ
(＋3)36(＋10)100燃えないごみ
(△3)461(＋10)1,283合　計

※（　　）内は前年同月比です。

保
護
者
を
含
め
た
合
計
人
数
⑥
参

加
希
望
の
部
〕

■限
 

９
月　

日（
木
）

１４

■先
 
■問
 
環
境
課
環
境
政
策
係　
5　
・３７８

３
３
１
０
、
�kankyou@

city.inagi.lg.jp

※
受
付
後
、
講
習
会
チ
ケ
ッ
ト
を

郵
送
し
ま
す
。

■先
 

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

地区別作業日程表
地区作業日
向陽台  9  月  5  日（火）
矢野口  9  月12日（火）
坂浜  9  月26日（火）
大丸10月  3  日（火）
平尾10月10日（火）
百村10月17日（火）
若葉台10月24日（火）
長峰10月31日（火）
押立11月14日（火）
向陽台11月21日（火）
矢野口12月  5  日（火）
坂浜12月12日（火）
大丸12月19日（火）

平尾平成30年
  1  月  9  日（火）

長峰  1  月16日（火）
若葉台  1  月23日（火）
百村  2  月13日（火）
押立  2  月20日（火）
坂浜  3  月  6  日（火）
矢野口  3  月13日（火）
向陽台  3  月20日（火）

　

地
球
温
暖
化
を
防
止
し
、
家
計

に
優
し
い
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ

を
学
び
ま
し

ょ
う
。

　

参
加
者
に

は
エ
コ
ド
ラ

イ
バ
ー
ス
テ

ッ
カ
ー
を
配

布
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
日
常
生
活
で
車

を
運
転
す
る
方

※
ペ
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
不
可

■場
 

マ
ジ
オ
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ス
ク
ー ▲エコドライバーステッカー

　

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
学
び
、

講
師
と
一
緒
に
ソ
ー
ラ
ー
キ
ッ
ト

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
の
小
学
生

※
低
学
年
は
要
保
護
者
同
伴

■日
 

９
月　

日（
月
・
祝
）

１８

■時
 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時　

分
〜

３０

正
午

午
後
の
部
＝
午
後
１
時　

分
〜
４

３０

時■場
 

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■定
 

各　

人
（
申
込
先
着
順
）

１６

■講
 

高
野　

達
男
氏

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル〔
９

月
４
日（
月
）〜
、
必
要
事
項
①
住

所
②
氏
名
③
学
年
④
電
話
番
号
⑤

▲ソーラーキットの
　イメージ

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
講
座

ソ
ー
ラ
ー
キ
ッ
ト
を作

ろ
う
！

ル
多
摩
校
（
百
草
園
駅
か
ら
徒
歩

２
分
）

■申
 

電
話
〔
９
月
４
日（
月
）〜
〕

フリーマーケット出店者募集
■対 次の全てに該当する方
①市民祭・リサイクルの趣旨に賛同し、
協力できる方
②市内在住または在勤の方（政治・宗
教・営利団体を除く）
③出店責任者が20歳以上で、出店中必
ず20歳以上の方を配置できる方
※飲食物・動植物の販売はできません。
■日 10月21日（土）・22日（日）
※1日でも可
■場 中央公園内総合グラウンド外周路

▽募集区画　各日50区画

▽区画規模　約1.8ｍ×1.8ｍ
※申込者多数の場合は抽選し、後日全
員に通知
■費 500円（1日1区画）
■申 往復はがき（必要事項①出店希望日
②住所③氏名④電話番号⑤販売品目）
※返信用面の表面には応募者の住所・
氏名を記入し、裏面は白紙にしてくだ
さい。
※1通につき1日の申し込み（2日間希

望する場合は2通お送りください）
■限 9月15日（金）消印有効
■先 ■問 ＮＰＯ法人市民活動サポートセン
ターいなぎ（〒206－0802稲城市東
長沼2112－1地域振興プラザ1階）　
1378－2112

和太鼓コンテストを開催
■日 10月9日（月・祝）
■時 午前10時30分開演
■場 ｉプラザホール

▽出演　小学校クラブ活動の部（6団
体）、青少年の部（5団体）、一般の
部（5団体）を予定
※ゲスト出演　田代　誠氏（太鼓奏者、
英哲風雲の会）
■費 1,000円（前売・当日券共通）
※チケットは9月4日（月）から平尾・
若葉台出張所、各文化センター、城山
体験学習館、総合体育館、地域振興プ
ラザで販売（売り切れ次第終了）
■問 ＮＰＯ法人市民活動サポートセンタ
ーいなぎ　1378－2112

第第1166回回 ⅠⅠののままちち いいななぎぎ市市民民祭祭
あい

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

　衆議院小選挙区の区割り
改定で、坂浜地区が東京都
第22区から東京都第21区
に変更されました。
　これにより、第11投票区
の坂浜地区を東京都第21
区に属する第14投票区へ
変更します。

▽対象地区
坂浜3320－3、3320－8、3322、3324～3331－8

▽対象地区の方の投票所　長峰小学校
※対象地区にお住まいの方は、今後全ての選挙で投票所が長峰小
学校となります。
■問 選挙管理委員会事務局

百村 百村 

坂浜 

長峰 

稲城総合グラウンド 

第14投票区に 
変更となる区域 

稲城市総合体育館 

第11投票区 

第14投票区 

投投票票区区・・投投票票所所のの変変更更
（（第第1111投投票票区区のの坂坂浜浜地地区区））



29・９・１ 代表電話は042－378－2111　（4）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

　

都
税
の
納
税
証
明
書
は
、
全
て

の
都
税
事
務
所
・
都
税
支
所
・
支

庁
で
申
請
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

申
告
・
納
付
後
の
１
〜
２
週
間
以

内
に
納
税
証
明
書
を
申
請
す
る
場

合
は
、
次
の
も
の
を
持
っ
て
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■持
 

領
収
書
の
原
本
（
領
収
印
の
あ

る
も
の
）
、
申
告
書
の
控
え
（
受

付
印
の
あ
る
も
の
、
申
告
税
目
の

み
）

■問
 

八
王
子
都
税
事
務
所　

1　

・
０４２

　

・
１
１
２
２
、
青
梅
都
税
支
所 

６４４1
０
４
２
８
・　

・
１
１
５
２
、

２２

町
田
都
税
支
所　

1　

・　

・
５

０４２

７２８

１
１
１

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

保険 
年金 
保険 
年金 

税金 税金 

　街中で困っている外国人への声かけや道案内などの手助けをするボ
ランティアを育成します。講座修了後は東京都の「外国人おもてなし
語学ボランティア」に登録されます。詳細は市�をご覧ください。
■対市内在住・在学・在勤の15歳以上で、語学力がおおむね実用英語
技能検定2級、ＴＯＥＩＣ500点以上（英語による簡単な日常会話が
できる程度）に相当する方
※中学生不可。未成年の方は保護者の同意書が必要（受講決定後に記入）。
※過去に都または市主催の同講座を受講したことのある方は応募不可
■日11月7日（火）　■時午後1時30分～5時　■場地域振興プラザ4階
■定46人　※申込者多数の場合は抽選し、10月上旬にはがきで通知
■申はがき、ファクス、市�内「外国人おもてなし語学ボランティア」メールフォーム〔9月1日（金）～、
必要事項①住所②氏名（ふりがな）③電話番号④メールアドレス⑤年齢⑥性別⑦職業〕
■限9月15日（金）必着
■先■問企画政策課企画政策係　5377－4781

　南多摩都市霊園（八王子市南大沢三丁目）にある稲
城市分の墓地の使用者を募集します。

▽申込みのしおり配布期間　9月1日（金）～15日（金）
※土・日曜日を除く（休日開庁日は稲城市市民課で配布）。

▽申込みのしおり配布場所　市民課、平尾・若葉台出
張所

▽募集内容・申込資格　表1・2のとおり
■申持参、郵送（専用封筒を使用してください）
■限9月15日（金）消印有効　■先■問市民課戸籍係

　

高
齢
者
表
彰
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な

ど
を
行
い
ま
す
。
対
象
者
に
案
内

状
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
今
年
度
は
南
山
方
面
に
２
カ

所
バ
ス
停
を
新
設
し
ま
す
。
停
車

場
所
・
出
発
時
刻
は
案
内
状
に
同

封
の
「
送
迎
バ
ス
時
刻
表
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
暑
い
季
節
の
式
典
で
す
。
健
康

面
に
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※
歩
行
に
心
配
の
あ
る
方
は
、
家

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て

い
ま
す
。

■対
 

認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

■日
 

９
月　

日（
木
）

１４

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■場
 

第
二
公
民
館
講
座
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２０
■申
 

電
話
〔
９
月
４
日（
月
）〜
〕

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

の
く
ち　

1　

・
２
２
０
２

３７０

　

介
護
に
関
す
る
様
々
な
こ
と
を

話
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
方

■日
 

９
月　

日（
日
）

１０

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

い
な
ぎ
苑
（
百
村　

）
２５５

■申
 

電
話
〔
９
月
４
日（
月
）〜
〕

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
エ

レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
５
５

３７９

０
０

　
　

月
１
日
以
降
に
使
用
で
き
る

１０
新
し
い
保
険
証
を
、
９
月
上
旬
か

ら
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
（
市

外
へ
は
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
）
。
不

在
の
場
合
は
、
９
月　

日（
土
）ま

３０

で
多
摩
郵
便
局
で
保
管
し
ま
す
。

再
配
達
を
希
望
の
方
は
多
摩
郵
便

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

９
月　

日（
土
）ま
で
に
保
険
証

３０

が
届
か
な
か
っ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

国
民
年
金

寡
婦
年
金
・
死
亡
一
時
金

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
不
慮
の
事
故
な
ど
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た　

歳
未
満
（
ま
た
は

１８

　

歳
未
満
で
障
害
等
級
１
級
・
２

２０級
）
の
子
の
い
る
配
偶
者
ま
た
は

そ
の
子
に
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
遺
族
基
礎
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
次
の
よ
う

な
給
付
が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
年
金

　

保
険
料
納
付
済
期
間
及
び
保
険

料
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て　

年
以

１０

上
あ
る
夫
が
死
亡
し
た
場
合
、　
１０

年
以
上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
の
あ

っ
た
そ
の
妻
に　

歳
か
ら　

歳
に

６０

６５

な
る
ま
で
の
間
、
寡
婦
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

死
亡
一
時
金

　

寡
婦
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
の
合

計
が　

カ
月
以
上
あ
る
人
が
死
亡

３６

し
た
際
、
遺
族
に
死
亡
一
時
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
寡
婦
年
金
・
死
亡
一

時
金
と
も
、
被
保
険
者
が
死
亡
前

に
老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。

　

な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
・
寡
婦

年
金
・
死
亡
一
時
金
は
、
い
ず
れ

も
併
給
で
き
ま
せ
ん
。

■問
 

府
中
年
金
事
務
所　

1　
・　
・

０４２
３６１

１
０
１
１

族
の
付
き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す

（
必
ず
事
前
に
高
齢
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）
。

■対
 

市
内
在
住
で　
歳
以
上
の
方（
９

７０

月　

日
現
在
）

１５
■日
 

９
月　

日（
日
）

１０

■場
 

駒
澤
学
園
記
念
講
堂（
坂
浜　

）
２３８

■持
 

案
内
状
の
封
筒

長
寿
を
お
祝
い
し
て

　
　
　
　
　

記
念
品
を
贈
り
ま
す

　

９
月
中
旬
〜　

月
上
旬
に
、
対

１０

象
者
へ
記
念
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
最
高
齢
・　

歳
・

１００

　

歳
の
方
（
９
月　

日
現
在
）

８８

１５

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

下水道の
受益者負担金
納期限（第２期）
10月2日（月）
■問 下水道課業務係

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
認
知
症

の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
で
す
。

　

認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら

国
民
健
康
保
険

新
し
い
保
険
証
（
一
斉
更

新
）
を
送
付
し
ま
す

外外国国人人おおももててななしし語語学学ボボラランンテティィアア育育成成講講座座
（（おおももててななししココーースス））

南南多多摩摩都都市市霊霊園園のの
使使用用者者募募集集

表1　募集内容
管理料
（1年分）

墓地使用料
（貸付時のみ）募集数区画面積区分

4,500円750,000円5区画3㎡Ａ組
7,500円1,250,000円5区画5㎡Ｂ組

※組単位の募集となります。
※申込者多数の場合は抽選

表2　申込資格
　申し込めるのは、下記（①～④）の全ての要件を満たして
いる方です。

申込遺骨の祭祀の主宰者である方（※）① 祭  祀 の
さい し

　主宰
申込者本人が、1年以上（平成28年8月31日以前か
ら）継続して稲城市内に住民登録されていること

②居住
　要件

いまだ一度も埋蔵（葬）・収蔵したことのないお骨
をお持ちの方
（例）○自宅に置いてある方
　　○都立霊園一時収蔵施設に預けている方
※いずれも改葬骨・分骨を除く

③遺骨の
　状態

申込遺骨から見て、次に掲げる続柄の範囲内にあ
る方
○配偶者　○直系血族の父母、子、孫
○血族の兄弟姉妹　○養父母、養子または養女

④続柄

※祭祀の主宰者とは申込遺骨の親族の合意のもとに、葬儀の喪
主あるいは法事の施主を務めるなど、将来にわたって当該遺骨
及び墓所を守り管理していくべき立場にある方をいいます。
【備考】
「公営　稲城・府中メモリアルパーク」の墓地使用者募集は、
平成30年度も行われる予定です。詳細は、稲城・府中墓苑
組合（1379－9731）にお問い合わせください。

▲

カ
ラ
ー
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
な
ど

の
展
示

▲

日
下
部
由
美
（
上
）

カ
チ
ョ
・
カ
ル
ド
ー
ソ
（
下
）

▲ロス・インディオス（歌謡ショー）

　下水道を利用の際は、次の事項にご注意く
ださい。
①排水管が詰まる原因になるので、野菜くず
やご飯の残り、天ぷら油などを流さない。
②トイレが詰まり、排水管にも影響するため、
水洗便器にトイレットペーパー以外の紙や異
物を流さない。
③ガソリンやシンナ
ーなど揮発性の高い
危険物は、下水道管
の中で爆発を起こす
原因になるので、絶
対に流さない。
■問下水道課施設管理係

　下水道の役割や正しい使い方などを紹介する下
水道展を開催します。
■日9月12日（火）・13日（水）
■時午前8時30分～午後5時（13日は午後3時まで）
■場市役所1階ロビー
■問下水道課施設管理係

下水道を下水道を
正しく使いましょう正しく使いましょう

下水道展下水道展

都
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

納
税
証
明
書
の
取
得
方
法

介
護
者
交
流
会

9
月

日
開
催

１0

第

回
お
と
し
よ
り
へ
の

46

感
謝
の
つ
ど
い

▲詰まった下水管内部



（5）　代表電話は042－378－2111 29・９・１

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

子育てサポーターの日
期日場所

9月28日（木）、10月26日（木）本郷児童館

9月14日（木）、10月12日（木）第二児童館

9月20日（水）、10月18日（水）第三児童館

9月21日（木）、10月12日（木）第四児童館

9月11日（月）、10月  2  日（月）城山児童館

9月12日（火）、10月17日（火）ｉプラザ

支
給
し
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当

小
学
校
就
学
時
健
康
診
断

子育て 
教育 
子育て 
教育 

　児童・生徒などが参加する地域の行事などに活
用できる備品を団体向けに貸し出しています。
貸出備品
①イベント用テント（3.0ｍ×4.5ｍ）＝2張
②餅つき機＝2台
③餅切り機＝2台
貸出条件
○青少年健全育成を目的に活動している団体
○市内在住・在勤・在学者で構成された団体
○団体の代表者が成人であること
○借用した備品を用いて、販売行為をしないこと
■問児童青少年課青少年係

　防災に関する知識を養い、災害発生時に食べもの
に困らないよう、日々の生活で上手に食を備える方
法を学びましょう。
■日9月22日（金）　■時午前10時～11時30分
■場稲城消防署3階講堂　■定40人（申込先着順）
■講稲城消防署防災課職員　■申電話〔9月4日（月）～〕
■先消費生活センター　1370－7510（午前9時30分
～正午、午後1時～5時）
※土・日曜日、祝日を除く。
■主稲城市、稲城市消費生活センター運営協議会
■問市民協働課市民生活係

　総務省統計局では、10月1日に就業構造基本調査
を実施します。
　この調査は、国民の就業・不就業の実態を明らか

　志創業塾は、産業競争力強化法に基づき認定
を受けた特定創業支援事業です。修了者は、株
式会社設立時の登録免許税の減免が受けられる
などのメリットがあります。詳細は「ビジネス
スクエア多摩」�をご覧ください。
■対全回参加でき、真剣に創業を考えている、ま
たは創業して間もない方
■日■内下表参照　■時各午後6時30分～9時
■場ビジネススクエア多摩（ベルブ永山4階403
号室）
■定10人（申込先着順）
■講金成　祐行氏（税理士、多摩大学ＭＢＡ、多
摩大学総合研究所客員研究員）
■費1,000円　■共稲城市
■先■問ビジネススクエア多摩
　　1042－338－0990

　

８
月
中
旬
に
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
を
対
象
と
す
る
児
童
扶
養
手

当
（
４
〜
７
月
分
）
を
指
定
口
座

へ
振
り
込
み
ま
し
た
。
該
当
す
る

方
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

該
当
に
も
か
か
わ
ら
ず
振
り
込

ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

子
育
て
支
援
課
手
当
助
成
係

在
宅
幼
児
教
育
費
を
一
部

補
助
し
ま
す

　

平
成　

年
度
現
在
、
幼
稚
園
や

２９

保
育
園
に
通
園
し
て
い
な
い
幼
児

の
保
護
者
を
対
象
に
、
在
宅
に
よ

る
幼
児
教
育
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。
幼
児
園
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
な
ど
に
通
園
し

て
い
る
幼
児
の
保
護
者
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

親
子
歯
み
が
き
教
室

０
歳
児
の
ケ
ア

■日
 

９
月　

日（
水
）

１３

■時
 

①
午
前
９
時　

分
〜
②
午
前　

２０

１０

時　

分
〜

２０
■場
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■定
 

各　

組
（
申
込
先
着
順
）

２０

■内
 

ミ
ニ
集
団
で
の
講
話
、
歯
ブ
ラ

シ
指
導
、
個
別
相
談

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、歯
ブ
ラ
シ（
使

っ
て
い
る
場
合
の
み
）
、
バ
ス
タ

オ
ル

■申
 

電
話

■場
 

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３７８

３
４
２
１

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
日

（
下
表
参
照
）

■対
 

０
歳
か
ら
未
就
学
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
、
出
産
予
定
の
方

■時
 

午
前　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

４５

■問
 

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・
０
１
０
６

３７０稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森

一
般
開
放
を
再
開
し
ま
す

　

稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森
で
は
、
豊

か
な
自
然
の
中
で
、
散
策
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
等
を
楽
し
め
ま
す
。

▽
一
般
開
放
期
間　

９
月
〜　

月
１１

の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

※
９
月　
日（
日
）、　
月　
日（
日
）

２４

１０

１５

を
除
く
。

■時
 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■場
 

稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森
（
坂
浜
１

３
０
７
）

　

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
入
学

３０

予
定
の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
就
学

時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

就
学
前
に
お
子
さ
ん
の
心
身
の

健
康
状
態
を
確
認
し
、
保
健
上
必

要
な
助
言
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

　

通
知
書
は
対
象
者
へ　

月
中
旬

１０

ま
で
に
順
次
送
付
し
ま
す
。
指
定

日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
指

定
以
外
の
学
校
で
も
受
診
で
き
ま

す
。
変
更
を
希
望
す
る
方
は
、
事

前
に
学
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
健
診
日
は　

月　

日（
火
）が
最

１１

２８

終
で
す
。

■対
 

平
成　

年
４
月
に
小
学
校
入
学

３０

予
定
の
お
子
さ
ん

■日
 

■時
 

■場
 

下
表
参
照

※
通
知
が
届
か
な
い
場
合
や
国
立・

私
立
な
ど
の
小
学
校
へ
就
学
を
予

定
ま
た
は
決
定
し
て
い
る
方
は
、

学
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
 

学
務
課
学
務
係

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
稲
城
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
保

護
者

②
幼
稚
園
ま
た
は
保
育
園
に
通
園

し
て
い
な
い
平
成　

年
４
月
２
日

２３

〜　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童

２５
の
保
護
者

③
幼
児
と
同
居
し
、
そ
の
生
計
を

維
持
し
て
い
る
保
護
者

④
幼
児
が
他
の
制
度
の
補
助
金
の

支
給
対
象
と
な
ら
な
い
保
護
者

▽
交
付
時
期
・
方
法　

前
期
分（
４

〜
９
月
分
）
は　

月
末
ご
ろ
に
、

１０

後
期
分
（　

〜
３
月
分
）
は
３
月

１０

末
ご
ろ
に
指
定
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

▽
補
助
金
額　

月
額
３
５
０
０
円

■申
 

窓
口
、
郵
送

※
申
請
書
は
子
育
て
支
援
課
、
平

尾
・
若
葉
台
出
張
所
で
入
手
可

■限
 

９
月　

日（
水
）

２０

■先
 

子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼
稚
園

係
、
平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

■問
 

子
育
て
支
援
課
保
育
・
幼
稚
園

係

就学時健康診断日程
開始時間（受付時間）期日実施会場（所在地）

午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月10日（金）稲城第一小学校

（東長沼）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）10月24日（火）稲城第二小学校

（坂浜）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）11月21日（火）稲城第三小学校

（大丸）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）10月31日（火）稲城第四小学校

（押立）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月28日（火）稲城第六小学校

（大丸）
午後1時40分
（午後1時30分～2時）11月24日（金）稲城第七小学校

（矢野口）
午後1時50分
（午後1時40分～2時10分）10月20日（金）向陽台小学校

（向陽台）
午後2時
（午後1時45分～2時15分）10月30日（月）城山小学校

（向陽台）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月14日（火）長峰小学校

（長峰）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）10月17日（火）若葉台小学校

（若葉台）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）11月  7  日（火）平尾小学校

（平尾）
午後1時45分
（午後1時30分～2時）10月25日（水）南山小学校

（矢野口）

■対
 

７
〜　

カ
月
の
初
め
て
の
お
子

１０

さ
ん
と
保
護
者

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
と
折
り
紙
や
手
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
親
同
士
の
交

流
も
行
い
ま
す
。

■申
 

不
要
（
た
だ
し
、　

人
以
上
の

１０

団
体
は
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込

み
が
必
要
）

▽
禁
止
・
注
意
事
項

○
野
草
摘
み
、
飲
酒
、
ペ
ッ
ト
同

伴
で
の
入
場
、
カ
ラ
オ
ケ
等
他
人

の
迷
惑
と
な
る
行
為

○
天
候
不
良
や
市
主
催
事
業
等
に

よ
り
、
開
放
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。開
放
日
な
ど
詳
細
は
、

市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP
森
の
た
か
ら
ば
こ

　

昔
遊
び
や
工
作
を
体
験
で
き
ま

す
。
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■日
 

■内
 

○
９
月
３
日（
日
）＝
竹
工
作

（
竹
で
水
て
っ
ぽ
う
を
作
っ
て
遊

ぼ
う
）
、
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
、

遊
び
コ
ー
ナ
ー

○
９
月　

日（
土
・
祝
）＝
竹
工
作
、

２３

パ
タ
パ
タ
作
り
（
昔
遊
び
）
、
遊

び
コ
ー
ナ
ー

※
両
日
と
も
午
前　

時　

分
か
ら

１１

３０

お
は
な
し
会
を
実
施
し
ま
す
。

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

■先
 

■問
 

児
童
青
少
年
課
青
少
年
係

▲

稲
城
ふ
れ
あ
い
の
森
の
地
図

若葉台駅 

若葉 
総合高 

京
王
相
模
原
線
 

鶴川街道 鶴川街道 

パソコン 
ショップ 

稲城 
第二中 

稲城 
第二小 

小田良通り 小田良通り 

稲城 
ふれあいの森 

学園通り 学園通り 

案内看板あり 

案内看板あり 

入 口 

案内看板あり 

若葉総合 
高校入口 

若葉台 
入口 

正吉苑前バス停 正吉苑前バス停 

県境バス停 

創始塾の日程・内容
内容日程

創業に向けての心構え  9  月  6  日（水）
事業の具体化と自分の強み弱みを知る  9  月13日（水）
創業マップを作る  9  月20日（水）
決算書の読み方・利益計画の立て方  9  月27日（水）
創業のための基礎知識など10月  5  日（木）
事業計画発表・資金計画相談10月12日（木）

にし、雇用政策、経済政策などに必要な基礎資料を
得ることを目的に実施します。
　9月以降、調査員が調査対象となった地域の世帯
に伺いますので、調査票への記入
をお願いします。なお、統計法に
基づき秘密が厳守されますので、
正確な記入をお願いします。
■問総務契約課総務係

ごご利利用用くくだだささいい
イイベベンントト用用テテンントト＆＆

餅餅つつきき機機
（（青青少少年年健健全全育育成成団団体体用用））

就就業業構構造造基基本本調調査査

創創業業支支援援セセミミナナーー
「「志志創創業業塾塾」」

消消費費者者講講座座
知知っってておおききたたいい！！
防防災災とと食食のの備備ええ

ロローーリリンンググスストトッックク法法

▲子育てサポーターの様子

▲稲城ふれあいの森



29・９・１ 代表電話は042－378－2111　（6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

　

簡
単
な
運
動
や
、
今
の
自
分
を

知
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
通

じ
て
、
う
つ
病
の
予
防
法
を
覚
え

ま
し
ょ
う
。

■日
 

９
月　

日（
月
）

２５

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■講
 

西　

大
輔
氏
（
医
師
、
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
室

長
）　

■申
 

電
話

■限
 

９
月　

日（
木
）

２１

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講

演
会

「
生
活
習
慣
と
感
情
か
ら

自
分
に
気
づ
く
」

９月の乳幼児健診事業 ������ ■場■問保健センター　1378－3421

備考実施日対象事業名

通知が届いて
いない方はお
問い合わせく
ださい。

12日（火）、26日（火）平成29年  5  月生まれ3～4か月児健康診査

  7  日（木）、21日（木）平成28年  8  月生まれ1歳児歯科健康診査

13日（水）、20日（水）平成28年  2  月生まれ1歳6か月児健康診査

  7  日（木）、21日（木）平成26年  8  月生まれ3歳児健康診査

９月１日～15日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時 ����� ■問保健センター　1378－3421

薬局医療機関日程

薬局コスモ（大丸）
1378－4714

松本医院（東長沼）
1377－6027  3  日（日）

稲城駅前薬局（東長沼）
1370－8370

あべ内科クリニック（東長沼）
1379－487010日（日）

駒駒沢沢学学園園 第第３３回回
リリフフレレッッシシュュ健健康康教教室室
包包丁丁をを研研いいでで彩彩りりササララダダをを

作作っっててみみよようう

　包丁の研ぎ方を学び、飾り切りで彩りの
良いサラダを作ります。野菜の切り方や包
丁の切れ味で味が変わります。
■対 高校生以上
■日 10月7日（土）
■時 午前10時～午後2時
■場 駒沢女子大学実験実習館
※駐車場有り
■定 40人
※申込者多数の場合は抽選し、当選者には
後日連絡します。
■講 多摩調理製菓専門学校講師
■費 500円
■申 郵送、ファクス、メール〔必要事項①リ
フレ彩り教室②氏名（フリガナ）③性別④
年齢⑤連絡先（郵便番号・住所・電話番号・
メールアドレス）〕
■限 9月27日（水）
■先 ■問 駒沢学園健康栄養相談室（〒206－
8511稲城市坂浜238）　1350－7167（平
日午前10時～午後4時）、5350－7175、
�eiyou-care@komajo.ac.jp

（
携
帯
電
話
の
場
合
は
上
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
申
込
書
に
記

入
し
、
提
出
可

■限
 

９
月　

日（
木
）必
着

１４

■場
 

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

・
２０６

　

稲
城
市
百
村　

の
１
）　

1　
・

０８０４

１１２

３７８

３
４
２
１

■対
 
　

〜　

歳
の
女
性
で
、
医
師
か

３０

６４

ら
運
動
制
限
を
受
け
て
い
な
い
方

■日
 
　

月
６
日（
金
）

１０
■時
 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

３０

３０

分■場
 

城
山
公
民
館
視
聴
覚
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２５
■内
 

講
話
、
運
動
実
技

■講
 

保
健
師
、
健
康
運
動
指
導
士

■申
 

窓
口
、
電
話

■限
 

９
月　

日（
金
）

２２

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

　

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
は
、
症
状
が
な
く
て
も
定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

※
検
診
車
の
他
、
市
立
病
院
で
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市

 　 
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５８

れ
の
方

※
１
年
度
に
１
回
の
受
診

※
胃
等
の
手
術
を
し
た
方
、
治
療

中
の
方
、
腎
疾
患
・
心
疾
患
で
水

分
制
限
の
あ
る
方
、
妊
娠
中
の
方

を
除
く
。

■日
 
　

月　

日（
日
）・　

日（
土
）

１１

１９

２５

■時
 

午
前
７
時　

分
〜
正
午

４５

※
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

■定
 

各　

人
５０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、

結
果
は
全
員
に
郵
送
し
ま
す
。

■内
 

問
診
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
検
査

■費
 

１
３
７
０
円

※
保
険
割
合
１
割
負
担
＝　

円
、

４５０

２
割
負
担
＝　

円
（
保
険
証
な
ど

９１０

を
提
示
）

■申
 

窓
口
、郵
送
、

「
東
京
共
同
電

子
申
請
・
届
出

サ
ー
ビ
ス
」 　 HP

健康 
医療 
健康 
医療 

女
性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
骨
盤
ケ
ア
で
健
康
生
活
」

　

自
宅
で
も
で
き
る
骨
盤
ケ
ア
の

方
法
を
学
び
、
体
幹
を
鍛
え
、
健

康
的
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

※
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
の
保
育

を
実
施
し
ま
す
（
先
着　

人
、
申

１０

込
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
。

■日
 

９
月
８
日（
金
）

■時
 

午
後
２
時
〜
４
時　

分
３０

■場
 

Ｊ
Ｔ
Ｂ
フ
ォ
レ
ス
タ
（
永
山
駅

徒
歩
３
分
）

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１２
※
付
き
添
い
の
参
加
不
可

▽
メ
ニ
ュ
ー　

チ
キ
ン
ス
テ
ィ
ッ

ク
他

■限
 

９
月　

日（
金
）

２２

◆
共
通
事
項

■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、手
拭
き
、

筆
記
用
具

■費
 

各　

円
２００

■申
 

電
話
〔
９
月
４
日（
月
）午
前
９

時
〜
〕

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

■対
 

産
後
１
〜
６
カ
月
の
お
母
さ
ん

稲
城
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
産

後
）
ク
ラ
ブ
〜
産
後
の
育

児
相
談
＆
ヨ
ガ

　

９
月
の
テ
ー
マ
は
「
加
齢
黄
斑

変
性
〜
最
近
の
知
見
〜
」
で
す
。

■日
 

９
月　

日（
水
）

２０

■時
 

午
後
３
時　

分
〜
（
約　

分
）

３０

４０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■講
 

南　

早
紀
子
氏
（
眼
科
）

■問
 

市
立
病
院
健
診
科
健
診
係　

1

　

・
０
９
３
１

３７７
健
康
バ
ン
ザ
イ
！

い
な
ぎ
講
座

■日
 

９
月　

日（
土
）

１６

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

矢
野
口
駅
改
札
前

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談

※
詳
細
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 
市
立
病
院
看
護
部
長
室　
1　
・３７７

０
９
３
１

看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
駅
前
の
保
健
室

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
お
子
さ
ん　

※
生
後
５
〜
８
カ
月
が
標
準
的
な

接
種
時
期
で
す
。

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
と

な
り
ま
す
。

■日
 

９
月　

日（
木
）

１４

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

■場
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ
（
結
核
）

成
長
期
の
今
だ
か
ら
知
り
た
い
骨

づ
く
り
！

　

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
お
子
さ

ん
の
怪
我
予
防
の
た
め
に
し
っ
か

り
骨
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
在
住
で
成
長
期
の
お
子
さ

ん
が
い
る
方
、
骨
作
り
に
興
味
の

あ
る
方

■日
 

９
月　

日（
火
）

２６

■時
 

午
前　

時　

分
〜
午
後
１
時　

１０

３０

３０

分■場
 

城
山
公
民
館
実
習
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
※
付
き
添
い
の
参
加
不
可

▽
メ
ニ
ュ
ー　

チ
ー
ズ
ブ
レ
ッ
ド

他■限
 

９
月　

日（
水
）

２０

保
育
付
講
習
会

「
食
べ
な
い
！
」
「
き
ら
い
！
」

を
「
楽
し
い
！
」
に
〜
調
理
実
習

編
〜

　

幼
児
食
の
作
り
方
の
コ
ツ
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

※
未
就
学
時
の
お
子
さ
ん
の
保
育

を
実
施
し
ま
す
（
先
着　

人
、
申

１０

込
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
）
。

■対
 

市
内
在
住
で
３
歳
未
満
の
お
子

さ
ん
が
い
る
方

■日
 

９
月　

日（
金
）

２９

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

中
央
公
民
館
実
習
室

調
理
講
習
会

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

７０
■申
 

電
話

■限
 

９
月
６
日（
水
）

■問
 

東
京
都
南
多
摩
保
健
所
医
療
安

全
支
援
セ
ン
タ
ー　

1　

・　

・

０４２

３７１

７
６
６
１

と
赤
ち
ゃ
ん

■日
 

９
月　

日（
土
）

１６

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

市
立
病
院
健
診
・
外
来
棟
２
階

講
座
室

■費
 

一
家
族　

円
７００

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

市
立
病
院
看
護
部
長
室　

1

　

・
０
９
３
１

３７７

知
っ
て
得
す
る
！
歯
科
治
療

の
基
礎
知
識
〜
歯
医
者
さ
ん

の
上
手
な
か
か
り
方
〜

「「災害時における無人航空機を活用した災害時における無人航空機を活用した
支援活動等に関する協定」を支援活動等に関する協定」を

締結しました締結しました

　7月26日にＮＰＯ法人クライシスマッパ
ーズ・ジャパンと締結したこの協定により、
市内で地震等の大規模災害が発生した場
合、下記の支援活動等に協力いただけます。
　無人航空機（ドローン）を活用した支援
活動は、市の領域を超えて広域連携するこ
とで、災害時の初動対応が有効に機能しま
す。そのため多摩川流域連携会議自治体の
うち、稲城市・府中市・日野市・多摩市の
4市が合同で協定を締結しました。既に協
定を締結している調布市・狛江市を加え、
多摩川流域6市で広域的な情報連携に取り
組みます。
協力いただく支援活動
①無人航空機（ドローン）による被災状況調査
②無人航空機（ドローン）により撮影した情報の提供
③取得した情報を基に被災状況を反映した地図の作成
④作成した地図データの提供及びインターネット上への公開
■問稲城消防署防災課防災係　1377－7119

▲古橋大地氏（ＮＰＯ法人クライシ
スマッパーズ・ジャパン）

土
・
日
曜
日
に
実
施
！

検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診

（
胃
が
ん
検
診
）

胃がん検診（検診車）希望

第一希望　○月○日
第二希望　○月○日

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号
5．前回検診年月日
　 （分かる範囲で）

▲

申
込
記
入
例



（7）　代表電話は042－378－2111 29・９・１

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

み
ん
な
で
一
緒
に
。
ち
ょ
こ
っ
と
サ
イ
ズ
の
た
し
か
な
安
心
。
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
（
交
通
災
害
共
済
）
加
入
受
付
中
で
す
。
■問
市
民
課
市
民
窓
口
係

　

施
設
及
び
団
体
が
行
う
地
域
福

祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
具
体
的

な
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま

す
。
詳
細
は
、
申
請
要
綱
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
「
稲
城
市
社
会
福
祉

協
議
会
」 　 
か
ら
入
手
可
）
。

HP

助
成
金
に
関
す
る
説
明
会

■日
 

９
月　

日（
木
）

１４

■時
 

午
後
２
時
〜
３
時

■場
 

福
祉
セ
ン
タ
ー

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

東
京
都
共
同
募
金
会
稲
城
地

区
配
分
推
せ
ん
委
員
会
（
社
会
福

祉
協
議
会
）　

1　

・
３
８
０
０

３７８

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ

る
平
成

年
度
地
域
配
分

29

（
Ｂ
配
分
）

9月1日～10月1日 相談あんない 相談あんない 

身に覚えのない請求が
届いても慌てないで !

くらしの情報
消費生活センター　1378－3738
（月～金曜日、祝日を除く）

相談事例
①有料コンテンツの料金未払いがあ
り、連絡をしないと法的措置を取ると
いうメールが届いた。
②スマートフォンでウェブサイトを閲
覧中、急に登録画面が表示され、解約
希望の方はそこに連絡するようにとあ
った。
③未納料金のお知らせはがきが届き、
その中に、連絡をしないと裁判所に訴
訟が提出され、給与・不動産の差し押
さえをすると書かれていた。

アドバイス
　上記のように、連絡するようにと書
かれていても、決して相手に連絡をし
てはいけません。相手に電話やメール
で連絡をすると、不安をあおって料金
を請求されたり、思いもよらず個人情
報を伝えることにつながります。
　また、自分で解決しようとインター
ネットを検索すると「架空請求トラブ
ルを解決する」等と書かれたウェブサ
イトがありますが、高額な料金を請求
される事例もありますので注意が必要
です。
　不安に思った時は、まずは消費生活
センターへ相談してください。

（消費生活相談員）
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� hatsuratsu@
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予約・問い合わせ時間相談日相談内容相談の種類（相談員）

市民協働課
予約専用電話
1378－2286
（受付時間＝午前
8時30分～正午、
午後1時～5時）

▽予約期間
①～⑤＝相談日の
2週間前から予約
⑥⑦⑨＝前日まで
に予約
⑧＝9月20日（水）
分は9月8日（金）
まで、10月4日
（水）分は9月25日
（月）までに予約
⑩＝予約随時

午前9時～正午
  5  日（火）・  7  日（木）
10日（日）・14日（木）
19日（火）・21日（木）
26日（火）・28日（木）

離婚、遺産相続、土地家屋
の賃借問題、金銭の貸し借
り、自己破産等

法律相談（弁護士）①

午後1時30分
～4時30分

14日（木）土地建物の名義変更等の登
記に関すること

不動産の相続、贈与等の登
記相談（東京司法書士会多
摩支部会員）

②

13日（水）・27日（水）
不動産の契約更新、立退き
料、家賃値上げ、土地の価
格、不動産の売買等

不動産相談（東京都宅地建
物取引業協会府中稲城支部
会員、東京都不動産鑑定士
協会会員）

③

19日（火）
離婚、相続、遺言、契約等
の書類作成、手続きに関す
ること

遺言書作成などくらしの書
類作成相談（東京都行政書
士会府中支部会員）

④

21日（木）相続税・贈与税・所得税等税務相談（東京税理士会日
野支部会員）⑤

12日（火）国や独立行政法人等の仕事
に対する疑問・苦情等

行政相談（総務省行政相談
委員）⑥

  1  日（金）・15日（金）夫婦・家族の不和や近所ト
ラブル、人権侵害等

人権・身の上相談（法務省
人権擁護委員）⑦

  6  日（水）予約終了
20日（水）

住まいの修繕、増改築等リ
フォームに関すること

住宅リフォーム相談（稲城
市住宅リフォーム協議会会
員）

⑧

午前10時～午後1時、
午後2時～4時

  6  日（水）・20日（水）
23日（土・祝）

夫婦・家族との関係、子育
て・職場の悩み等

女性の悩み相談（女性の悩
み相談員）⑨

午前9時～11時30分12日（火）損害賠償の問題、示談の方
法、保険手続き等交通事故相談（弁護士）⑩

消費生活センター
相談室
1378－3738

午前9時30分～正午、
午後1時～3時30分平日毎日

不当請求、訪問販売、消費
者トラブルに関すること
※来所・電話相談可

消費生活相談（消費生活相
談員）⑪

保険年金課年金係
※予約不要

午前9時～正午、
午後1時～4時

平日毎日
※13日（水）・27日（水）
は平尾出張所でも実施

老齢年金、障害年金等の受
給資格や請求等年金相談（年金相談員）⑫

保健センター
1378－3421
※前日までに予約

午前9時30分～11時

  5  日（火）・19日（火）保健相談（保健師）
健康相談（保健師、管理栄
養士）⑬ 12日（火）・19日（火）

※19日（火）はオーエン
ス健康プラザで実施

栄養相談（管理栄養士）

福祉センター
1378－3366
⑭＝予約不要
⑮⑯＝予約随時

午前10時～正午  6  日（水）・20日（水）相談場所が分からない事心配ごと相談（民生委員）⑭
午後1時30分

～3時30分20日（水）遺産・遺言、権利・財産侵
害等

高齢者・障害者の法律相談
（弁護士）⑮

午後1時～4時  9  日（土）母子・父子家庭の心の悩み
相談

ひとり親家庭カウンセリン
グ相談（心理カウンセラー）⑯
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敬老の湯（稲城浴場）
　当日は小学生以下、入浴日現在で満65歳以上（年齢
の分かるものが必要）の方の料金が無料になります。
■日9月18日（月・祝）
■時午後2時～10時30分

■場稲城浴場（大丸221）
※駐車場には限りがあります。
■問稲城浴場　1377－7222、稲城市経済観光課商工係
いなぎ日曜市
　稲城産農産物などを販売します。

■日9月10日（日）・24日（日）
■時午前10時～11時（売り切れ次第終了）
■場コーチャンフォー若葉台店地下駐車場（若葉台2－
9－2）
■問稲城市農業委員会（経済観光課農政係）

▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課（市民税係のみ）、収納課〔過年度分の税外債権（料
金）の納付書の再発行・相談等は行いません〕

※業務内容は、各課へお問い合わせください。

次の休日開庁日は9月10日（日）

膝痛・腰痛予防改善教室
　筋力トレ―ニングやストレッチ、水中運動など幅広く運
動を行います。
■対65歳以上の方
■日10月6日～12月22日の毎週金曜日（全12回・うちプール4回）
■定20人（申込先着順）
運動と食事管理で健康づくり教室
　生活習慣病の予防・改善を目指しましょう。
■対30歳以上の方
■日10月5日～12月28日の毎週木曜日（全12回）　※11月23日を除く。
■定15人（申込先着順）
◆共通事項
■時午後1時～2時30分　■費7,200円
■申電話〔9月2日（土）～〕　■限9月25日（月）
コース型教室（右表参照）
■定各20人　※No.15は親子2人13組
※申込者多数の場合は抽選し、9月23日（土・祝）以降に返信。
■申往復はがき（必要事項①教室名②氏名③年齢④性別⑤住
所⑥電話番号）
※1人1教室につき1枚の応募
※No.12で託児を希望する方は「託児希望」と記載し、託
児の人数と年齢を記入してください。
※No.15は保護者とお子さんの氏名、年齢（お子さんは生
年月日も記入）を記入してください。
※参加費の納入後の返金はできません。
■限9月19日（火）必着

　今年は、稲城ぶらり散歩スタンプラリーを2回実施します。
　第1回目は、矢野口駅周辺のおいしいお店や歴史的
な場所を巡り、稲城長沼駅まで歩くコースです。
　パンフレットに付いている応募はがきに、4つの稲
城なしのすけスタンプを集めて応募すると、各回抽選
で10人に、稲城ならではのお菓子が当たります。
　第2回目は、平成30年1月15日から実施します。
■日9月1日（金）～30日（土）

▽パンフレット配架場所　市内ＪＲ各駅、公共施設、
商業施設など
■問経済観光課観光係

　バブルサッカーやストラックア
ウトなどのスポーツアトラクショ
ン、ヴェルディグッズがもらえる
スタンプラリーが楽しめます。他
にも食事ができるケータリングカ
ーも出店します。
■日10月1日（日）
■時午前9時30分～午後2時
■場■問稲城長峰ヴェルディフィール
ド　1401－3960

▲バブルサッカーを体験しよう

10月～12月　コース型教室
参加費時間開催日対象教室名No.

6,000円
午前9時30分～10時30分10月2日～12月25日

の毎週月曜日
（全12回）
※10月9日を除く。

16歳以上

月曜の朝ヨガ1
午後7時30分～8時30分ヒーリングヨガ2

7,200円午後7時～8時シェイプアップ
アクア3

6,500円
午前9時45分～10時45分

10月3日～12月26日
の毎週火曜日
（全13回）

火曜
はじめてピラティス4

午前11時～正午火曜ピラティス5
午後2時15分～3時15分骨盤体操6

7,800円午前11時～正午はじめて4泳法7

6,800円午前9時40分～10時40分10月5日～12月28日
の毎週木曜日
（全12回）
※11月23日を除く。

60歳以上元気アップ教室
ウォーター＆フロア8

6,000円
午前9時30分～10時30分16歳以上やさしい太極拳入門9

午後2時～3時40歳以上ダンス体操ｄｅ
アンチエイジング10

5,500円午前10時～11時
10月6日～12月22日
の毎週金曜日
（全11回）
※11月3日を除く。

16歳以上金曜ピラティス11
5,500円

託児1回200円午前11時～正午2～6歳のお子さん
がいる方

ママシェイプ！
※託児付教室12

6,600円
午前9時40分～10時40分

16歳以上
中級水泳　4泳法13

午後7時～8時アクアビクス14

5,500円
午後1時～2時10月7日～12月16日

の毎週土曜日
（全11回）

2～3歳のお子さん
と保護者

2～3歳の
ふれあい親子体操15

午前11時～正午

16歳以上

パワーヨガ16

6,500円
午前10時～11時10月1日～12月24日

の毎週日曜日
（全13回）

腰痛改善ピラティス17
午前11時15分

～午後0時15分
日曜
はじめてピラティス18

※No.15はお子さん1人に対して保護者（両親または祖父母）1人の参加です。妊娠されている方またはその可能
性がある方は参加できません。参加者の兄弟・姉妹の同伴はできません。

稲城長峰ヴェルディスポーツフェスタ稲城長峰ヴェルディスポーツフェスタ

おお子子ささんんとと一一緒緒にに
楽楽ししくく

2～3歳の2～3歳の
ふれあい親子体操ふれあい親子体操

ゆゆるるややかかなな体体勢勢かか
らら

アアククテティィブブなな動動きき
ままでで

各種ヨガ教室各種ヨガ教室 足足・・腰腰をを鍛鍛ええてていいつつ
ままででもも元元気気にに

元気アップ教室元気アップ教室
ウォーター＆フロアウォーター＆フロア

■場■先■問オーエンス健康プラザ（〒206－0801稲城市大丸1171）　1370－2280

稲城ぶらり散歩スタンプラリー
稲城の梨と歴史を味わう秋のウォーク
稲城ぶらり散歩スタンプラリー
稲城の梨と歴史を味わう秋のウォーク


